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 図9。ユ26Teおよびユ3。Xeの10+アイソマーの核g一因子。比較のためにGorbach蒼v等の
 結果と周辺核の!1/2一および10+アイソマーのg一因子も示してある。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文の構成は,核磁気モーメントの測定が核構造の精密化に重要な役割を持つことを述べ,
 その測定のための装置の開発製作,およびそれを用いての核9因子の測定とその解析の三部に
 わかれている。
 インビーム核分光法の発展により,高スピン状態,核の変形等核構造に関する多くの知見が
 得られたが,中でも核磁気モーメントの測定は核の高スピン状態の配位混合や新しい相互作用
 の導入に大きな指針を与えるものとして重要な意義を持っている。そのための装置としては,
 まずサイクロトロンからのビームを間引いて,パルス化することによって,アイソマーや短寿
 命核の現象を測定できるようにする必要があり,正弦波ビームチョッパとパルス型ビーム
 チョッパを作った。前者は正弦波の高電圧を印加し,0およびπの位相に同期したバースト・
 ビームのみを通過させて,ビームの間引き率を1/nにするもので,後者のパルス型ビームチョッ
 パは同様な平行電極板に直流電圧を印加して,間引かれたビームは常時除去されるようになっ
 ており,所定のタイミングにパルス電圧を重ねて電極間電圧を打消してビームを通過させるこ
 とによって,さらに間引く方式である。かくて125ns～1sの間隔に間引かれたビームは標的核と
 反応を起こしγ線を放出する。標的核はインビーム摂動角分布用電磁石の中に置かれるが,こ
 の磁石の設計にあたって著者が最も苦労した点は,漏洩磁場でのビーム軌導の変化をおさえる
 ことで,能動的磁気経路の設計によって,ビームの入射角度を0±0.1度に設定できた。第二部
 では,これらの設計の資料と測定データが述べられている。第三部では,以上の測定系で得た
 2～3の核9因子について述べている。その一つは,63Cuの4498KeV17/2+アイソマーの核9因
 子の測定であり,他の一つは'26Teの2975KeV10+アイソマーの核9因子の測定結果である。前
 者は50MeVαビームを用いた62Ni(α,pnγ)63Cu反応で生成された4498KeVアイソマーから放
 出された342KeVγ線の摂動角分布を測定し,g=+0.184±0.O12の値を得,この状態の核子配位
 は1π2p3,2,(レ1f5,,,1gg,,)7]17/2+と決定できた。また,後者は25MeVαビームによるエ24Sn(α,
 2nγ)12GTe反応で生成された2975.2KeV10+アイソマーから放出された208.6KeVγ線の摂動
 角分布を測定し,そのアイソマーの核9因子g=一〇.213±0.014を得た。この状態は中性子配位
 であることを示している。また,この値はi3。Xeの2972KeV10+アイソマーと同様(レhH,2)、。+配
 位であり,9因子の加算則が成り立つことを示しており,Gorbac寵v等の結果とは異なってい
 る。これらの系統的な振舞いは,準粒子模型で考察された。
 以上見たように,著者はインビーム核分光研究のため,ビームチョッパと摂動角分布測定装
 置からなる実験システムを建設し,63Cuおよび126Te核のアイソマーの研究を行った。これは著
 者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と豊かな学識を有するものであることを
 示している。
 よって川村暢明提出の論文は,理学博士の学位論文として合格と認める。
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